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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2025年５月15日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

2026 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A)  5,874 365 405 318 31.93 

今回修正予想(B) 5,549 168 277 200 20.45 

増減額(B-A) △324 △196 △127 △118  

増減率(％) △5.5 △53.9 △31.6 △37.0  

(ご参考)前期実績 

(2025 年３月期) 
5,344 346 391 247 24.66 

（注）１ 当社は、2025 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。第 42 期の期首に当該株式

分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

   ２ 2025 年３月期の売上高及び営業利益は、表示方法の変更を反映した組替え後の数値を記載しております。詳細は本

日（2026 年２月 13 日）公表いたしました「2026 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の【添付資

料】P.２「（１）経営成績に関する説明」をご覧ください。 

 

修正の理由 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、資材価格や人件費の高止まりに伴う物価高の影響が続くなか、堅調な設備

投資を背景に内需は緩やかな回復基調となりました。一方、海外経済については、米国における関税政策、中国経済の内需低迷、

欧州および中東地域における地政学的リスクの長期化など、世界経済の先行きは不透明な状況が続いております。 

 このような情勢のもと、当社の属するカーアフターマーケットにおいて当社グループは、展示会や試乗会への積極的な参加や

適合車種の迅速な展開を通じて、海外市場の開拓と販売力の強化を図るとともに、新規販売網の開拓など営業基盤の底上げに継

続的に努めてまいりました。今後の成長が期待されるグローバルマーケットへのブランド浸透に加え、「EnduraPro」シリーズの

訴求強化や、市場ニーズの高い「4x4DAMPER」の商品開発にも注力してまいりました。 

 しかしながら、海外市場の新規開拓につきましては、将来的な成長を見据えつつ慎重に取り組んでいることから、現時点での

進捗は限定的となっております。また、中国地域における売上の低迷に加え、米国の関税が想定を上回ったことによる売上原価

の増加も影響し、通期における売上高および利益が当初予想を下回る見込みとなりました。このため、上記のとおり業績予想を

修正いたします。 

 なお、期末配当金の予想につきましては、変更ございません。 

 

以 上 


